
■保健指導実施校園数（養護教諭による集団指導）＊令和６年度「保健月報」より 

 

 校園種 実施数 

 

性に関するもの 

幼稚園 ４９ 

小学校 ３９７ 

中学校 ３２ 

 

疾病に関するもの 

幼稚園 ６６ 

小学校 ２９９ 

中学校 １９ 

 

環境に関するもの 

幼稚園 ４０ 

小学校 １２４ 

中学校 １ 

 

生活習慣に関するもの 

幼稚園 ３４５ 

小学校 ４７２ 

中学校 ２１ 

 

その他 

幼稚園 ２７８ 

小学校 ８２５ 

中学校 ２３ 

 

合計 

幼稚園 ７７８ 

小学校 ２１１７ 

中学校 ９６ 

 

《集計状況について》 

＊実施校園数については、学年別に異なる内容の指導をした場合は重複カウントになって

いる。 

 

《考察》 

＊どの校園種においても、生活習慣に関する指導を実施した校園数が多い。 

＊各校園種において、発達段階に応じた指導を実施している。各校の養護教諭が健康課題を

的確に把握し、有意義な保健指導を実施しようと努めている。 

＊幼稚園における「性に関するもの」「環境に関するもの」の保健指導実施園数が、昨年度

の２倍以上となっている。 

＊小学校では、昨年度と比較し「環境に関するもの」の保健指導が増加し、「疾病に関する

もの」が減少した。 

＊中学校では保健指導を実施する時間の確保が困難であり、実施校数がやや減少している。 

＊自校の健康課題に沿った保健指導を行っているため、その他に分類される指導数が多い。 


